
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組みを進めるにあたって 
～「教育日本一」の考え方～ 

 
 
《行政》      家庭、学校、地域それぞれがもつ力を発揮するための支援、連携の道筋をつける役割を果たす。 

 
《目指す子ども像》 
○ 一人ひとりの可能性が引き出され、夢や希望をもつ 

子ども 

○ 自分の力でやり遂げ、自立する力をもつ子ども 

○ 思いやりの心をもち、行動できる子ども 
 

「自立と共生」 

○子ども、保護者、教職員、地域住民・企業の
満足度、実感を重視 

○市民一人ひとりの子どもの教育に対する
高い関心と自覚、主体的な参画を重視 

子ども ・学校が楽しい、北九州市で教育を受けてよかった
と実感できる 
・生きる力を身につけ、一人ひとりの可能性が引き
出される 

保護者 ・学力、体力、心の豊かさなどから子どもの成長が
目に見える 
・学校との信頼関係が培われている 
・障がいや不登校など子どもの状況に応じた多様
できめ細かな選択肢が用意されている 

教職員 ・子どもの人間性の成長、学力、体力の向上が実
感できる 
・教職員であることに充実感がある 

地 域 ・地域の子どもたちの健全な成長が実感できる 
・子どもの教育へのかかわりを通じて地域のつなが
りが強まる 

企 業 ・企業が職場で求める能力を備えた人材を確保で
きる                         

など

家庭は、 
○子どもが愛情の中で人への信頼感をはぐくむ基盤である。 

○すべての教育の出発点として、周りに支えられながら、

子どもの心の育ちと成長を支え、学校や地域の教育活

動に参加する。 
 
学校は、 
○子どもが人と人とのかかわりの中で学び、心身をはぐく

む場所である。 

○子ども一人ひとりの成長を促す教育を行い、家庭や地

域に開かれ、支えられた運営を実現する。 
 
地域は、 
○子どもが社会性をはぐくむ場所である。 

○北九州市のもつ人の力、まちの力を子どもの教育につ

なげ、学校や家庭を支えつつ、豊かな活動を展開する。 
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《目指す子ども像》 
 北九州っ子 

《連携》 
家庭、学校、地域は、子どもを育てる共同体として、相互

に理解し、受入れ、補い合う。 

家家  庭庭  学学  校校  

地地  域域  

６６つつのの視視点点のの目目指指すす方方向向性性にに沿沿っったた施施策策をを推推進進  
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６６つつのの視視点点ごごととのの目目指指すす方方向向性性・・具具体体的的取取組組みみ  
 

○ 部活動の活性化等 

○ 小中連携教育のあり方の検討 

○ 専科教育の充実      など 

子どもが高い目的意識をもち、もてる可能性を発揮する仕組みを

つくる 

○ 環境教育、ものづくり教育の推進 

○ 国際理解教育の推進    など 

○ 全市的な相談支援体制の整備    など 

障がいの有無にかかわらず、すべての人が生き生きと活躍できる

社会を実現する 

○ 保育所、幼稚園など就学前からの情報の引継ぎ 
○ 個別の指導計画等の作成  など 

○ 学校の積極的なオープン化（施設、情報）  

○ スクールヘルパー制度の充実 

○ 学校支援地域本部など学校の応援団づくり 

○ 企業等との連携の強化  など 

 
北九州市がもつ人の力、まちの力をあげて教育を充実させる 

○ スポーツ、文化など本物の体験や大人との関係を通じた育ちを重視し

た取組み 

○ 体験活動や異学年交流を重視した取組みの推進 など 

子どもの特性を伸ばす 

 
学校や地域の教育活動を市民の力で支える 

 
特別支援教育の充実 

○ 企業と連携したキャリア教育の充実 など 

子どもが高い目的意識をもつ仕組みとして、特色ある学校づ

くりを推進 

 

① 

北九州市の特性を活かした環境やものづくり、国際理解教育

の推進 

勤労観や職業観の育成、キャリア教育の充実 ③ 

開かれた学校を実現し、地域をまきこんだ学校運営に取り組

む（できる地域からできるレベルの取組みを推進） 

 

① 

地域と子どもの交流を深め、地域の教育力向上を支援する ② 

子どもの教育を支援する活動に幅広い市民の参加を促す仕

組みづくり 

 

③ 

○  地域の人材発掘、育成とネットワークの構築 など 

確かな学力、体力の向上のための取組みの推進、継続的な

授業の改善と充実 

 
確かな学力と体力 

 

① 

○ 授業改善の推進  

○ 言語力の向上 

○ 地域や家庭と連携した読書活動の充実 

○ 各学校の実態に応じた「体力アッププラン」の推進  など 

家庭、学校、地域が真に連携し、基本的生活習慣の定着、子ど

もの発達段階に応じた学力・体力の向上に取り組む 

基本的生活習慣や家庭学習の定着など、家庭の教育力の向

上 

○ 保護者の理解促進、支援（声の届かない保護者への一層の働きかけ） 

○ 子育て支援の取組みを通じた家庭教育に関する働きかけ 

○ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進  など 

食育など健全な心身の育成 ③ 

 

② 

特別支援教育推進のための体制の整備 ①

特別支援教育の環境整備 ②

○ 支援を行う人材の配置 

○ 保育所、幼稚園における特別支援教育の充実 など 

一人ひとりの教育的ニーズに応える教育の推進 ③

教職員の専門性の向上と保護者・市民等への理解促進 ④

○ 教職員等への理解・啓発  など 

 

② 

○ 効果的な食育の推進 など 

○ 少人数学級など教育条件の整備 

○ 学校事務の見直し 

○ 優秀な教員を確保するための仕組みづくり 

○ 夏休みなど長期休業日の弾力的な運用  など 

教職員一人ひとりの能力、学校の組織力を高め、学校がもつ力

を発揮させる 

○ 校長の裁量権の拡大 など 

 
学校の力をさらに高める 

教職員が子どもと向き合う時間をさらに増やし、一人ひとりの

教職員が優れた能力を発揮できる体制を構築する 
①

学校長を中心とした学校の経営力の強化、組織力の向上 ②

子どもの活動意欲を高める拠点としての学校づくり ③

○ 学校図書館の充実 など 

○ 体験活動を重視した道徳教育   など 

すべての人が、人を思いやる心をもち、ルールやマナーを守ること

を大切にする社会を実現する 

○ 不登校・いじめに対応する体制の充実  

○ スクールカウンセラー等支援体制の充実 など 

心の育ちの推進 

家庭での教育、保育所、幼稚園、学校、地域での経験を通じ

て自尊心、他を思いやる心を醸成する仕組みの実現 

 

① 

規範意識の醸成（問題行動を繰り返す児童生徒に対する毅

然とした指導とサポート） 

 

③ 

不登校・いじめにきめ細かに対応する社会の実現 ② 

子どもたちを有害情報などの危険から守り、携帯電話などの

利用について再考を促進 

 

④ 

○ 携帯電話などの利用について、関係業界を含めた家庭、学校、地域が

一体となった取組み  など 

社会全体で子どもを見守る体制の構築 ⑤ 


